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UMIN学会向け説明会

資料区分 資料内容
プレゼン
配布資料
（合冊版）

プレゼン
配布資料
（分冊版）

全体配布
資料
（分冊版）

備考

全体 ⼤学病院医療情報ネットワーク（UMIN）について 11 10 10
演題 オンライン演題査読システム 49 17 17
演題 オンライン演題評価システム 0 16オンライン演題査読システムとほぼ同等なのでプレゼン省略
演題 グラフィカルアブストラクト収集・表⽰機能 17 17
演題 UMINで収集した演題抄録の医中誌への取り込み運⽤実証テスト 11 11
演題 オンライン学術集会開催機能 3 59既に以前に説明会で発表済なので、概要のみ簡単にプレゼン
EPOC 専⾨研修⽤EPOC（SP-EPOC）と汎⽤のGeneral EPOC Platform 15 9 9
EPOC 講習会等参加管理システム 5 5
eラーニング L共通概要（全体Lと限定L共通） 62 7 7
eラーニング 全体L受講者マニュアル 9 9
eラーニング 全体Lコンテンツ提供者マニュアル 0 8限定Lとコンテンツ提供者の使い⽅はほぼ同様なのでプレゼン省略
eラーニング 限定L受講者マニュアル 0 4限定Lの提供者により使い⽅が異なるためプレゼン省略
eラーニング 限定Lコンテンツ提供者マニュアル 27 27
eラーニング L問題作成マニュアル（全体Lと限定L共通） 18 26
INDICE INDICEスタンダード 48 7 7
INDICE INDICEクラウド 15 21
INDICE INDICE LibreClinica 10 15
INDICE UMIN Social Research ＆ User Research 16 16
SSO UMINシングルサインオン（SSO) 8 7 19
合計 193 188 303 1

全体：大学病院医療情報ネットワーク（UMIN）について

大学病院医療情報ネットワーク（UMIN）
について
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UMINとは何か？

• 国際的にも類例のない、

大規模かつ多機能な

医学系の

公的研究教育情報サービス

• 約６０万人の登録利用者と月間約１億件のWebアク
セス件数

• 国立大学法人東京大学の運営費交付金等で運用
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UMINの目的

大学病院のすべての活動（研究、教育・研修、診療、
病院業務等）の支援

1) 最新の医学・医療情報の提供

2) 大学間の作業の共同化

3) 医学・医療上の交流の支援

4) 多施設臨床・疫学研究の支援

5) データの標準化と諸統計の整備

6) 医学教育・臨床研修の支援
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第１部 過去

利用状況 ～利用登録者数
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現行サービス一覧
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研究 教育

診療 大学病院業務

汎用

情報提供・検索

情報提供支援

情報交流支援

http://www.umin.ac.jp/research/
http://www.umin.ac.jp/education/

http://www.umin.ac.jp/practice/ http://www.umin.ac.jp/uhosp/

http://www.umin.ac.jp/multi-purpose/

医療・生物学系リンク集
医学研究機関・医療機関データベース

一般公開ホームページサービス
会員制ホームページサービス
永久保存ホームページサービス
Single Sign On （SSO）サービス

電子メール
メーリングリスト開設
ファイル交換システム
Wiki
Blog
BBS

中毒データベース(山口大学）
先天異常データベース（日本先天異常学会）

文部科学省文書広報システム

大学病院に関する統計資料収集システム群

国立大学病院関係医事紛争記録集

高度先進医療申請データ集

各種業務担当者・委員会等名簿

各種官職指定・業務指定ＨＰ及びML

AC - 学会情報

CTR - 臨床試験登録

ICDS - 個別症例データシェアリングシステム

ELBIS - 医療・生物学系電子図書館

FIND - 各種助成等公募情報

INDICE Standard – 臨床・疫学医学研究データ収集

INDICE Cloud – クラウド版INDICE
ROCOLS - 教職員・学生公募情報

Social Research -市民・患者から研究データ収集

User Research - 研究者、教職員からのデータ収集

CC-EPOC  - オンライン臨床教育評価システム
PG-EPOC - オンライン卒後臨床教育評価システム
Debut2 - オンライン歯科卒後臨床研究評価システム
L －ｅラーニングサービス
ARIA  ーオンライン案内・募集システム

日本全体で共有可能な
医学情報インフラストラクチャー
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日本全体で共有可能な医学情報インフラストラクチャー

1989 国立大学病院間の共同プロジェクト

現在

信頼性、セキュリティ等の確保されたサーバ群

ほとんどの研究者が持つ利用者ID (IDs)

有用なソフトウエア

有用な提供データ

UMIN IDs

UMINデータ

UMINサーバ

UMINソフトウエア

UMINの医学情報インフラストラクチャー

位置づけ
UMIN情報インフラ資源の活用
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ハード保守、セキュリティ管理、バックアップ体制等の確立したサーバ群

ほとんどの研究者・学生が持つ利用者ID（UMIN ID）

有用なソフトウエア

有用な提供データ

UMIN IDs

UMINデータ

UMINサーバ

UMINソフトウエア

UMIN IDs

UMINソフトウエア

UMINサーバ

SSO

UMIN IDs

オープンソースソフト

UMINサーバ

L CC-EPOC
PG-EPOC

UMIN IDs

利用者ソフトウエア

利用者サーバ

利用者データ 利用者データ 利用者データ

UMINソフトウエア

UMINサーバ

利用者データ

UMINホーム
ページサービス
（PLAZA）

UMINの位置づけ
研究、教育・研修のための情報センター

ハードウエアの共有
ソフトウエアの共有
利用者IDの共有

購入・開発・運用コストの削減

1) 臨床・疫学研究専門家
2) データマネージャー

1) システム管理者
2) オペレーター

A大学病院
臨床研究支援センター

C大学
臨床教育・研修室

B大学病院
研修センター

D病院
臨床試験センター

ＵＭＩＮ

1) 臨床・疫学研究専門家
2) データマネージャー

1) システム管理者
2) オペレータ

システムの中央集中管理
信頼性とセキュリティの向上
運用コストの削減

利点

1) 医学教育専門家
2) データマネージャー

1) システム管理者
2) オペレータ

1) 医学教育専門家
2) データマネージャー

1) システム管理者
2) オペレータ

1) 医学教育専門家
2) データマネージャー

1) システム管理者
2) オペレータ

1) 医学教育専門家
2) データマネージャー

1) 医学教育専門家
2) データマネージャー

1) 臨床・疫学研究専門家
2) データマネージャー

A大学病院
臨床研究支援センター

B大学病院
研修センター

C大学
臨床教育・研修室

D病院
臨床試験センター

各大学・医療機関ごとのIT化 UMINを情報センターとして活用したIT化

主要サービス一覧
（赤字のサービスを本日紹介）

〇研究：演題登録

オンライン演題登録（オンライン学術集会開催機能・グラフィカルアブストラクト収集・配信機能）

〇研究：研究データ収集

・臨床・疫学研究データ：INDICE Standard、INDICE LibreClinica

INDICEクラウド

・社会調査データ： Social Research

・研究者調査、選挙： User Research

〇研究：不正防止、データ利活用

・UMIN臨床試験登録システム

・UMIN症例データシェアリングシステム

〇教育・研修

・教育・研修評価：CC-EPOC、PG-EPOC、SP-EPOC、DEBUT2

・eラーニングサービス：Ｌ（エル）

〇汎用

・UMIN SSO（Single Sign On）サービス 11


